
▼
開
会
日
（
２
月
26
日
）　

 

会
期
決
定
後
、
平
成
31
年
度
予
算
、

平
成
30
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
一
部

改
正
な
ど
32
議
案
が
上
程
さ
れ
、
市
長

か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

▼
一
般
質
問
（
３
月
６
日
〜
８
日
）

　

10
名
の
議
員
が
市
政
に
対
す
る
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
常
任
委
員
会
（
３
月
11
日
〜
18
日
）

　

各
委
員
会
で
は
、
新
年
度
予
算
・
補

正
予
算
・
条
例
改
正
な
ど
の
付
託
議
案

や
請
願
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

▼
最
終
日
（
３
月
20
日
）

　

追
加
で
人
事
案
３
件
が
提
案
さ
れ
同

意
し
ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
長
か
ら
、
付
託
議
案
等

の
審
査
結
果
の
報
告
を
行
い
、
採
決
の

結
果
、
審
議
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
可

決
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
務
文
教
委
員
会
か
ら
は
「
米
軍
基

地
負
担
に
関
す
る
意
見
書
」
が
提
出
さ

れ
、
採
決
の
結
果
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
か
ら
「
議
会
活
性
化
特

別
委
員
会
設
置
」
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、

特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
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〇平成31年3月定例会で審議された議案等

＊　長は委員長のため委員会での表決権はありません。
＊　「―」は別委員会のため表決権はありません。
＊　水野議員は病欠。

賛否が分かれた議案の表決結果

○＝賛成　　●＝反対

議
案
番
号

吉

越

利

明

水

野

正

彦

岸

田

眞

紀

飯

田

健
一

西

澤
一
彦

松

本

淳
一

市

川

久

芳

渡
辺
美
智
子

高

山

恒

夫

上

松

永

林

佐
藤
　
正
夫

久
保
田
幸
治

小
林
喜
美
治

山

﨑
一
郎

石

田

克

男

議
決
結
果

1 平成31年度飯山市一般会計予算
委員会 〇 欠 〇 〇 〇 ● ● ● 長 〇 〇 〇 ● 〇 〇 可決
本会議 〇 欠 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 可決

３ 平成31年度飯山市国民健康保険特別会計
予算

委員会 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 ● 長 〇 〇 〇 ● 〇 〇 可決
本会議 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 可決

11 平成31年度飯山市駐車場事業特別会計予算
委員会 〇 欠 〇 〇 〇 〇 ● 〇 長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
本会議 〇 欠 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

12 平成31年度飯山市水道事業会計予算
委員会 〇 欠 〇 〇 〇 〇 ● 〇 長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
本会議 〇 欠 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

20 平成30年度飯山市水道事業会計補正予算（第3号）
委員会 〇 欠 〇 〇 〇 〇 ● 〇 長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
本会議 〇 欠 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

22 飯山市税条例の一部を改正する条例
委員会 ― 欠 ― ― 〇 〇 ― ● 〇 ― 〇 ― ― 長 ― 可決
本会議 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 可決

議 員 名
議 案 等 名

番号 件　　　名 提 出 者 委員会審査 本会議
請願第１号 米軍基地負担に関する請願 飯水岳北平和委員会 採択 採択

請願審議等の結果

番号 件　　　名 議決結果
意見書第１号 米軍基地負担に関する意見書 可　決 (全員一致 )

意見書の審議結果

　
３
月
定
例
会
は
、
２
月
26
日
か
ら
３

月
20
日
ま
で
の
23
日
間
の
日
程
で
開
会

し
ま
し
た
。

３
月
定
例
会
概
要

〇
目
的

　
議
会
活
動
の
充
実
、
強
化
及

び
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
の
推

進
に
よ
り
、
議
会
と
市
民
の
距

離
を
縮
め
議
会
活
性
化
を
図
る
。

〇
構
成
員

　
議
長
を
除
く
15
名

・
委
員
長
　
　
佐
藤
正
夫

・
副
委
員
長
　
吉
越
利
明
　

〇
調
査
事
件

・
議
会
の
活
性
化
に
関
す
る
こ
と

・
広
報
、
広
聴
等
に
関
す
る
こ
と

議
会
活
性
化

特
別
委
員
会
を
設
置

　
現
在
市
町
村
議
会
は
「
な

り
手
不
足
」、「
議
員
報
酬
や

定
数
の
あ
り
方
」、「
議
会
か

ら
の
情
報
発
信
の
あ
り
方
」

等
色
々
な
課
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。

　

今
後
委
員
会
に
お
い
て
具

体
的
な
進
め
方
等
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
皆
さ

ま
方
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

※　全国知事会が平成３０年７月２７日に国宛てに提言した「米軍基地負担に関する提言」に同意し、その実現のために以下の
　趣旨の意見書を提出する。（要約）
　１　米軍機の低空飛行訓練等は国の責任で実態調査を行い、訓練ルートなどの事前情報提供や、地域住民への配慮を行うこと。
　２　日米地位協定の抜本的な見直し、国内法の米軍への適用や、事件・事故時の自治体職員の立ち入りの保障を明記すること。
　３　米軍人等による事件・事故に対し防止策を提示し継続的に取り組みをすすめ、航空機騒音規制措置は、周辺住民の負担軽
　　　が図られるための効果検証を行うこと。
　４　施設ごとに必要性や使用状況等を点検した上で、基地の整理・縮小・返還を積極的に促進すること。

議　案 件　　　　　　　名 議決結果

予算案
12件

平成31年度飯山市一般会計予算 可　決（賛成多数）
平成31年度飯山市公共下水道事業特別会計予算ほか
（平成31年度特別会計予算9件・平成31年度水道事業会計予算 )

可　決
（全員一致または賛成多数）

補正予算案
8 件

平成30年度飯山市一般会計補正予算（第８号） 可　決（全員一致）
平成30年度飯山市公共下水道事業特別会計補正予算（第3号）ほか
（平成30年度特別会計補正予算5件・平成30年度水道事業会計補正予算 )

可　決
（全員一致または賛成多数）

条例案
4件

職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例 可　決（全員一致）

飯山市税条例の一部を改正する条例 可　決（賛成多数）

飯山市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例 可　決（全員一致）

飯山市布設工事監督者を設置する水道の布設工事並びに布設工事監督者及び
水道技術管理者の資格に関する条例の一部を改正する条例 可　決（全員一致）

事件案
8件

指定管理者の指定について（5件） 可　決（全員一致）

市道路線の認定について 可　決（全員一致）

市道路線の変更について 可　決（全員一致）

過疎地域自立促進計画の変更について 可　決（全員一致）

人事案
3件

副市長の選任に関する同意を求めることについて 同　意（全員一致）

固定資産評価員の選任に関する同意を求めることについて 同　意（全員一致）

固定資産評価審査委員会委員の選任に関する同意を求めることについて　 同　意（全員一致）
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予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
産
業
民
生
分
科
会
審
査
）

常任委員会議案審査 委員から出された主な質問および意見と、市からの説明について抜粋して掲載します。常任委員会議案審査 委員から出された主な質問および意見と、市からの説明について抜粋して掲載します。

◎
保
健
福
祉
課

　
　
【
障
が
い
者
・
寝
た
き
り
老
人
等
タ

ク
シ
ー
乗
車
券
給
付
事
業
】
村
部
と
市
街

地
と
の
バ
ラ
ン
ス
は
ど
の
よ
う
に
と
っ
て

い
る
か
。

　
　
地
区
に
よ
っ
て
一
カ
月
２
枚
か
ら
４
枚

の
３
段
階
。
人
工
透
析
に
つ
い
て
も
５
千
円
、

１
万
円
、
２
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
て
い
る
か
は
研
究
し
て
い
き
た
い
。

◎
商
工
観
光
課

　
　
【
飯
山
駅
観
光
案
内
所
利
用
客
等
駐
車

場
整
備
事
業
】位
置
や
必
要
と
す
る
理
由
は
。

　
　

横
田
歯
科
医
院
北
側
の
旧
日
赤
跡

地
。
駅
前
30
分
無
料
駐
車
場
の
使
用
頻
度

が
高
く
駐
車
で
き
な
い
場
合
の
、
観
光
案

内
所
利
用
者
の
利
便
性
を
図
る
目
的
で
設

置
す
る
。
30
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
。

◎
農
林
課

　
　
【
新
規
就
農
総
合
支
援
事
業
】
農
業

次
世
代
型
就
農
支
援
の
利
用
状
況
は
。

　
　
現
在
ま
で
２
名
利
用
で
期
間
満
了
し

て
い
る
。
新
た
に
１
名
申
請
予
定
。

　
　
【
鳥
獣
対
策
事
業
】
猟
友
会
会
員
に

つ
い
て
若
い
会
員
を
増
や
す
よ
う
な
対
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
猟
友
会
と
相
談
を
し
な
が
ら
会
員
増

を
推
進
し
た
い
。

◎
ま
ち
づ
く
り
課

　
　
【
都
市
計
画
変
更
事
業
】
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
見
直
し
の
理
由
は
。

　
　
平
成
11
年
度
に
新
幹
線
開
業
に
向
け

て
20
年
を
目
標
年
次
と
し
て
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
策
定
し
31
年
度
が
最
終
年
と
な
る
。

新
幹
線
が
開
業
し
社
会
情
勢
が
変
化
を
す

る
中
で
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
見

直
し
を
行
う
。
併
せ
て
、
国
の
指
導
に
よ

り
立
地
適
正
化
計
画
を
策
定
す
る
。

◎
道
路
河
川
課

　
　
【
街
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
補
助
事
業
】
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
の
進
捗
の
現
状
は
。

　
　
区
所
有
の
街
灯
数
は
２
５
３
４
灯
あ

り
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
済
街
灯
は
57
㌫
で
あ
る
。

◎
危
機
管
理
防
災
課

　
　
【
危
険
空
き
家
対
策
事
業
】
市
が
危

険
空
き
家
を
撤
去
し
た
場
合
の
費
用
負
担

と
跡
地
利
用
は
。

　
　
緊
急
的
に
撤
去
が
必
要
と
な
っ
た
時

に
市
が
撤
去
工
事
を
行
う
が
、
費
用
に
つ

い
て
は
原
因
者
か
ら
徴
収
す
る
。
撤
去
後

の
更
地
は
所
有
者
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
【
消
防
団
Ａ
Ｅ
Ｄ
整
備
事
業
】
消
防

団
や
コ
ン
ビ
ニ
へ
の
設
置
に
つ
い
て
、
使

用
訓
練
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
消
防
団
員
は
毎
年
消
防
署
で
の
救
命

講
習
会
の
中
で
訓
練
を
し
て
い
る
。
コ
ン
ビ

ニ
へ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
一
般
市
民
の
利

用
と
な
る
の
で
、
消
防
署
の
救
命
講
習
の

Ｐ
Ｒ
を
し
た
り
、
コ
ン
ビ
ニ
店
員
に
つ
い
て

も
講
習
の
機
会
を
設
け
た
い
。

◎
企
画
財
政
課

　
　

歳
入
予
算
の
森
林
管
理
譲
与
税

４
０
０
万
円
は
ど
こ
に
充
て
ら
れ
る
の
か
。

　
　
国
か
ら
の
明
確
な
方
針
が
ま
だ
示
さ

れ
て
お
ら
ず
、
新
規
事
業
と
な
れ
ば
補
正

対
応
、
現
状
の
森
林
整
備
事
業
等
へ
の
充

当
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
予
算
化
さ
れ
て
い

る
事
業
へ
充
当
す
る
。

　
　
【
い
い
や
ま
塾
開
催
事
業
】
事
業
内

容
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

広
く
塾
生
の
掘
り
起
こ
し
に
努
め
、

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
づ
く
り
等
の
人
材
育
成

を
目
指
す
。

（
総
務
文
教
分
科
会
審
査
）

　
　
【
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
】
30
年

度
の
５
名
の
う
ち
４
名
は
継
続
だ
が
辞
め

ら
れ
る
１
名
は
引
き
続
き
飯
山
に
残
る
の

か
。
ま
た
、
新
規
の
６
名
は
ど
の
よ
う
な

分
野
で
募
集
す
る
の
か
。

　
　
３
年
の
任
期
が
終
了
す
る
１
名
は
残

る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。
新
規
６
名
は
信

越
ト
レ
イ
ル
関
係
で
２
名
、
ア
ス
チ
ャ
レ
関

係
で
１
名
と
な
っ
て
い
る
が
、
残
り
の
３
名

に
つ
い
て
は
今
後
募
集
し
て
い
き
た
い
。

◎
庶
務
課

　
　
【
庁
舎
整
備
事
業
】
議
場
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
工
事
の
内
容
は
。

　
　
現
在
使
用
し
て
い
る
ハ
ロ
ゲ
ン
電
球

の
耐
用
年
数
が
経
過
し
て
お
り
、
安
定
器

の
不
具
合
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
を
設
置
す
る
。

◎
市
民
学
習
支
援
課

　
　
【
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
事
業
】
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
の
購
入
が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
が
、

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
以
外
で
の
活
用
は
。

　
　
雪
国
大
学
事
業
の
成
人
教
室
で
の
活

用
も
考
え
て
い
る
。

◎
文
化
交
流
課

　
　
【
飯
山
市
文
化
交
流
館
管
理
事
業
】

外
壁
の
塗
装
工
事
は
３
年
に
１
回
の
塗
装

が
必
要
と
い
う
こ
と
だ
が
、
設
計
段
階
か

ら
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
か
。
方
式
を
変
え

る
こ
と
も
協
議
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
現
状
を
確
認
し
て
、
設
計
者
と
の
協

議
・
指
導
に
よ
り
施
工
す
る
。
方
式
を
変

え
る
こ
と
は
協
議
し
て
い
な
い
。

◎
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室

　
　
【
体
育
施
設
管
理
事
業
】
屋
内
運
動

場
の
人
工
芝
化
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

　
　
体
育
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
計
画
的

に
行
う
と
い
う
市
長
公
約
も
あ
る
。
関
係

す
る
競
技
団
体
と
協
議
し
て
平
成
32
年
度

以
降
と
し
た
い
。

　
　
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
た
め
の
圧
雪
車
に

つ
い
て
、
リ
ー
ス
で
の
検
討
は
し
た
の
か
。

　
　
リ
ー
ス
の
検
討
も
し
た
が
高
額
で
あ

り
、
ウ
イ
ン
チ
、
雪
面
を
固
め
る
ス
ノ
ー
コ

ン
パ
ク
タ
ー
等
の
特
殊
部
品
の
装
着
が
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
で
購
入
と
し
た
。

　
　
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
開
催
に
向
け
か
な
り

の
投
資
と
な
る
が
、
次
に
向
け
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
施
設
機
材
も
合
わ
せ
て
競
技
運
営
の

た
め
の
人
材
育
成
も
重
要
な
投
資
で
あ
り
、

冬
季
国
体
な
ど
の
開
催
に
向
け
て
も
考
え

て
い
き
た
い
。

◎
子
ど
も
育
成
課

　
　
【
保
育
所
運
営
事
業
】
国
が
10
月
か

ら
行
う
予
定
の
保
育
料
の
無
償
化
と
飯
山

市
の
制
度
の
関
係
は
。

　
　
10
月
以
降
、
飯
山
市
と
し
て
保
育
料

を
徴
収
す
る
園
児
は
、
所
得
が
一
定
程
度

あ
る
世
帯
の
３
歳
未
満
児
の
第
１
子
、
第

２
子
と
な
る
。

　
　
未
満
児
す
べ
て
を
無
償
化
と
す
る
に

は
、
市
の
負
担
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　
平
成
31
年
１
月
保
育
料
を
基
準
に
試

算
す
る
と
、
２
９
０
０
万
円
程
度
と
な
る
。

○　飯田議員の一般質問中「駅前ホテル」の誘致関係において、駅前市有地の賃貸料について具体的な金額を提
　示した質問があり、「その金額の根拠が不明で、かつ、過大である」との指摘が出されたため議会運営委員会に
　おいて調査を行いました。
　　その結果、過大であり不適切発言であることが判明したため飯田議員に対し議会運営委員会として厳重注意
　を行いました。
　　これを受け、飯田議員から「調査不足によって市民の皆さまに誤解を与え、議会の審議に不信を生じさせた」
と
　謝罪があり、本人の申し出により議場で発言の取消しがなされました。

３月定例会での厳重注意と発言取消し

※各議員の一般質問につきましては、５月号にて掲載します。

平
成
31
年
度
飯
山
市
一
般
会
計

予
算
審
議
か
ら

◎
移
住
定
住
推
進
課

　
　
【
飯
山
市
移
住
定
住
促
進
住
宅
整
備

事
業
等
】
移
住
定
住
住
宅
・
市
営
住
宅
の

建
築
を
合
わ
せ
る
と
５
億
６
千
万
円
と
な

る
。
行
政
が
建
築
す
る
の
で
は
な
く
民
間

ア
パ
ー
ト
の
検
討
は
さ
れ
た
の
か
。

　
　
飯
山
市
第
５
次
総
合
計
画
の
中
で
、

移
住
、
若
者
定
住
を
主
眼
に
置
い
て
い
る
。

民
間
の
ア
パ
ー
ト
は
ほ
ぼ
満
室
の
状
態
と

聞
い
て
い
る
。
行
政
側
で
住
宅
建
設
を
行

い
移
住
定
住
の
推
進
を
行
う
。

　
　
【
住
宅
屋
根
克
雪
化
事
業
】
補
助
が

75
万
円
だ
が
増
額
と
な
っ
た
の
か
。

　
　
一
般
家
庭
の
上
限
60
万
円
は
変
わ
ら

な
い
。
弱
者
世
帯
に
つ
い
て
県
の
要
綱
改

正
に
合
わ
せ
て
上
限
を
15
万
円
増
と
し
た
。

併
せ
て
、
屋
根
落
雪
化
補
助
も
弱
者
世
帯

に
つ
い
て
は
10
万
円
増
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
国
は
保
育
料
を
無
償
化
す
る
が
給
食

費
は
負
担
を
と
い
う
話
が
あ
る
が
。

　
　
給
食
費
は
保
護
者
が
負
担
す
べ
き
も

の
と
し
、
実
費
分
が
い
く
ら
に
な
る
か
は

わ
か
っ
て
い
な
い
が
、
保
育
料
が
無
償
化
に

な
る
人
も
給
食
費
は
実
費
分
を
負
担
と
考

え
て
い
る
。
無
償
化
は
他
市
と
の
情
報
交

換
を
す
る
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　　
【
中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
事
業
】

城
南
中
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
は
22
人
乗

り
が
必
要
で
あ
る
の
か
。

　
　
城
南
中
の
対
象
と
な
る
生
徒
数
の
見

込
み
が
今
後
５
年
間
で
は
、
平
成
30
年
度

39
人
、
31
年
度
41
人
、
32
年
度
48
人
、
33

年
度
53
人
、
34
年
度
48
人
、
35
年
度
44
人

と
な
る
た
め
必
要
で
あ
る
。
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